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支援を必要としているフィリピンの家族に新しく家を建築、干ばつに直面する南アフリカの貧
困地域で家庭排水のリサイクル装置を設置、進行中の野生動物の研究を支える重要なデー
タ収集、海岸線とその周辺の地域コミュニティを守るためにマングローブ8,000本以上を植
樹など、高校生の短期海外ボランティアプログラム「高校生スペシャル」に参加した高校生一
人ひとりが、発展途上国に暮らす人々の生活の質の向上や自然環境の保護を通して、より良
い世の中を形成する重要な貢献を果たしてくれました。

さまざまな年齢の参加者が活躍する一般プロジェクトとは対照的に、「高校生スペシャル」は
世界を舞台に「違い」をもたらしたいという情熱ある高校生が参加対象となっています。今年
は世界60ヶ国以上から高校生が駆け付け、自分の興味やスキルを活かして多様な分野で活
躍してくれました。高校生全体としての努力は、プロジェクトアブロードが掲げる長期的な目
標の達成を後押しし、現地の地域コミュニティに大きな影響を与えています。

このリポートは、2017年に「高校生スペシャル」に参加した1,700人以上の高校生ボランティ
アの功績を紹介するものです。高校生が残した功績は、出身や年齢に関わらず、一丸となって
取り組めばとてつもなく大きな「違い」を見出すことができることを証明してくれました。

すべての達成は、プロジェクトアブロードの熱心なスタッフと現地の提携機関に支えられま
した。夏の忙しい時期にも関わらず、「海外は初めて！」という多くの高校生ボランティアと地
域コミュニティを一生懸命サポートしてくれました。携わったすべての人々に心から感謝をす
ると共に、来年再び世界中から集結する高校生が今度はどんな貢献をしてくれるのか今から
楽しみです。「助け合う…学ぶ…冒険する！」行動派の国際人へ！

 プロジェクトアブロード　プログラム開発責任者
JENNY PUYO
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健康的な生活の促進活動：
•	 ベトナム、カンボジア、ペルー、タンザニアの特別支援施設

に菜園を設置。障がいを抱えたり、恵まれない環境下に暮
らす現地の人々300人以上に恩恵をもたらしました。特別
支援施設に暮らす人々にとって、この菜園の存在は新しい
スキルの習得につながっています。また、育てた野菜は施
設に暮らす人々に提供される食事の材料となり、自給自足
とより健康的な食生活の促進に貢献。

•	 トーゴで、生ゴミを有効利用した肥料の作り方を指導。子
供たちが自分で野菜を育てられるよう教育。

•	 ジャマイカとベトナムで、リサイクル品を利用して菜園2
つを設置。学校や児童養護施設での学習環境の向上と
リサイクルの促進に貢献。

•	 ジャマイカの貧困層が暮らすコミュニティで、子供たち
60人のためにスポーツプログラムを補助。子供たちは、
スポーツという健康的な方法で上手にエネルギーを発
散し、新しいスポーツを通してチームワークを学習。

•	 ガーナで、子供たち約200人のためにサッカーのトレー
ニングキャンプを実施。トーナメントで勝ち進むための
さまざまな技術を指導。

•	 フィジーで、環境保護教育を実施。リサイクルを促進す
るため、子供たちにゴミの分別を指導。

高校生ボランティアたちは、発展途上国のホリデースクールやサマーキャンプ、学校、デイケ
アセンターにとって、重要なサポーター的存在。楽しく学べるよう工夫された活動を通して子
供たちの成長を刺激し、全体としての発育を助けました。これらの活動は、プロジェクトアブ
ロードのケアマネジメントプランや教育マネジメントプランに掲げる長期的な目標達成に直
結する貢献を果たしています。

社会に与える影響

ケア＆コミュニティ

貢献した
高校生
871人

子供たち
3,500人以上の

教育を促進

学習環境の改善：
•	 視覚効果を狙った環境整備： 

o	 アルゼンチン、カンボジア、ミャンマー、セネガル
で、14の教室を塗装。生徒440人以上の学習環境
を改善。

o	 フィジー、スリランカ、アルゼンチン、ジャマイカ、
モロッコ、ベトナムで、4つの学校とコミュニティ
センターを塗装。生徒350人以上の学習環境を
改善。

o フィジー、カンボジア、ミャンマー、ペルー、南アフ
リカで、教育施設の壁25枚を塗装。海に住む生き
物や英語のアルファベット、数字、色、曜日、季節、
感情などを描き、現地の先生が授業で利用でき
るよう工夫。

o	 カンボジアで図書館1館を塗装。

o	 エチオピアで、子供のケアセンターの遊戯室、知
覚神経を刺激するための部屋、理学療法を施す
部屋を塗装。

•	 その他の貢献：

o ペルーで、教室用のベンチ6台を設置。

o アルゼンチンとジャマイカで、遊び場3つを改修。

o スリランカで、知覚神経を刺激するための庭を設
計し、建設。一度に50人以上の子供たちが身体能
力や知覚神経を刺激する活動に参加できるように
なりました。また、子供たちが文字や数字を学べる
よう工夫を凝らして壁を塗装。タイヤを再利用し、
駆け足やジャンプ用の走路の設置にも貢献。

o 南アフリカでの「ネルソン・マンデラ国際デー」の
祝福に際して、学校の教室に絨毯を導入。コンク
リート張りの床で冷たかった教室が、絨毯の防寒
効果によってより集中できる学習環境へと変貌。

カンボジアの子供たちと庭の手入れに励む日本人高校生ボランティア

ケアセンターの壁の塗装に貢献する高校生ボランティアたち

ジャマイカの子供たちと準備体操を行う高校生ボ
ランティア
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英語力の向上：
•	 スリランカで、女性24人と子供たち60人を対象に英語教室を

実施。実践的な英会話の上達や現地の学校の教育課程に沿
った英語の指導に貢献。

•	 スリランカ、エチオピア、モロッコで、対話型のゲームなどを通
して子供たちの英語の語彙を拡大。

535人への食事提供プログラム
•	 ジャマイカの人里離れた地域で、高齢者25人のために食事

とケアを提供。これらの多くが貧困層出身または置き去りに
された人々です。そのうちの一人は、その日食べるものさえ
なく、3.2km離れた友達の家まで歩いてご飯を分けてもらい
に行かなければならなかった状況を改善。

•	 セネガルにあるプロジェクトアブロード運営のタリベセンタ
ーで、「タリベ」と呼ばれるストリートチルドレン150人以上に
食事を提供。

•	 アルゼンチンで、2 回の食事作り。ホームレス300人を支援。

•	 ジャマイカで、サマーキャンプに参加した子供たち60人に毎
日昼食を提供。

現地人教師の声：

読み書き／基礎計算能力の向上：
•	 読み書きや新しい語彙の学習用に単語帳を作成。

•	 補修教室を支援し、子供たちの基礎計算レベルの向上に貢
献。

•	 子供たちに物語や本の読み聞かせを行い、読み書き能力の向
上に貢献。

•	 ジャマイカのサマーキャンプに参加した現地の子供たちのうち、3人が過去にきちんとした学校教育を受け
たことがなく、学習に遅れを取っていました。高校生ボランティアたちの貢献によって、これらの子供たちは、
サマーキャンプ開始からわずか2週間で英語のアルファベット、文字の識別、数字の0～5の数え方などの基
礎を習得。

校庭でゲームを通して楽しく英語を学ぶミャンマーの
子供たち

モンゴルの子供たちにゲームを使って数字を教える高校生ボランティア

数字の書き方を学ぶタンザニアの子供たち

ジャマイカ
教師の一人が辞職し、もう一人は休職と急遽職員
不足に陥り、これまで以上に支援を必要としていた
Anna Miller Basic School。高校生ボランティアた
ちは、この学校で学ぶ子供たちのために率先して
さまざまな活動を行い、教室内外で活躍しました。
校長先生は、子供たちが大いに学び楽しんだケア
活動を今後も継続していきたいと言っています。

Greenvaleコミュニティに暮らす一人のお母さん
は、プロジェクトアブロードによるこの地域コミュ
ニティへの貢献を称えています。プロジェクトアブ
ロードがいなかったら、多くの子供たちが暇な時間
を持て余し、路上をさ迷っていただろうとのこと。彼
女の子供たちも例外ではなく、サマーキャンプに参
加できたことにとても感謝しています。サマーキャ
ンプで提供された昼食は、この一家だけでなく参
加したすべての家庭を経済的に助けています。この
お母さんは、プロジェクトアブロードの高校生ボラ
ンティアたちが来年もまた来てくれることを期待し
ています。

スリランカ

「高校生ボランティアたちは本当に良くやって
くれました。設置された庭は、ここで学ぶ生徒
たちに大きな影響を与えています。多大なる貢
献に心からお礼を言いたいです」 

– Kelani Nadee小学校　教諭

「ポジティブな変化をもたらそうと、高校生ボ
ランティアたちは毎日一生懸命取り組んでく
れました」

– Thakagishi 小学校　教諭

「高校生ボランティアたちが行った子供たち
へのケア活動は、どれもすばらしいものばか
りです。創造性を発揮しながら、最初から最後
まで一生懸命きちんと取り組んでくれました」

– Kumudu小学校　教諭 

アルゼンチンで、ホームレスの人々のために食事を作
る高校生ボランティアたち
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医療系プログラム全体としての重要な目標の一つは、恵まれない環境下にある人々の基本
的な医療サービスを届けること。医療や公衆衛生のプログラムに参加した高校生ボランテ
ィアたちは、この目標達成に向けて懸命に取り組みました。

結果、100回を超える訪問医療を通して、医療サービスを届けた現地の人々の人数は5,500
人に到達。家庭訪問や地域コミュニティに出向いて行われた訪問医療を通して、低所得の家
庭、高齢者、ホームレスの人々など、社会的・経済的に不利な状況下にいる人々に手を差し
伸べました。訪問医療の活動は、通常、現地の地方自治体や地域コミュニティからの要望に
応じ、協同で行われています。

高校生ボランティアの功績：
•	 スリランカで、医療キャンプ14回を支援。現地政府からの依頼で行われたこの訪問医療

を通して2,050人の人々に医療サービスを届け、以下の貢献を果たしました：

o	 血圧測定を受けた現地の人々1,716人のうち、27.5%の人々が平均値を上回る高
血圧と判明。

o	 血糖値測定を受けた31.6%の人々の血糖値が平均を上回ると判明。訪問医療に
同行した医療専門家によるアドバイスを提供し、必要に応じて薬も提供。 

o	 デング熱の症状が見られた数名に、必要な医療処置を受けられるよう専門医を紹
介。

•	 ケニアで、低所得の家庭714世帯を対象に医療サービスを無料で提供。

•	 フィリピンで、142人に眼科検診を無料で提供。そのうち120人に読書用の眼鏡を寄付し
ました。

•	 ボリビアで、乳幼児を対象に地域型訪問医療と調査を補助。15～30歳の若年層への破
傷風の予防接種と、それ以上の年齢層への新型インフルエンザA（H1N1）の予防接種の
補助にも貢献。

医療＆ヘルスケア

訪問医療の際に、スリランカの子供たちの血圧測定を行う高校生ボランティアたち

スリランカ

ベリーズ

モンゴル

タンザニア
ケニア

メキシコ
ジャマイカ カンボジア

フィリピン

恵まれない人々による医療サービスの利用度の向上：

100回を超える
訪問医療を通して、

ヘルスケアを
届けた現地の人々

5,500人以上

ケニアでがんばる医療の高校生ボランティアたち フィリピンでの訪問医療活動に取り組む高校生ボラ
ンティア

国 訪問医療の数 恩恵を受けた人々の数

スリランカ 14 2,050 

ベリーズ 6 182

ジャマイカ 13 452

ケニア 6 714 

モンゴル 6 180 

メキシコ 6 210

カンボジア 30日間の訪問医療

地域コミュニティ、学校、幼稚園で恩恵を
受けた人数は合計500人。そのうち一人
の女性が重度の気管支炎と判明し、病院
を紹介。

フィリピン 家庭訪問による健康診断 72

タンザニア 5 258

数字で見る訪問医療の成果：
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フィリピンで患者の血圧測定に貢献するボランティ
アの様子

ベリーズでの健康促進キャンペーンで、現地に存在す
る肥満問題への認識と予防を促す高校生ボランティ
アたち

タンザニアでの訪問医療活動の前に、同行する現地人医師から説明を聞く高校生ボランティアたち

非感染性疾患への認識促進： 

•	 ボリビア、フィリピン、アルゼンチン、ベリーズで、糖尿病や高血
圧などの非感染性疾患の予防と対処を支援。

•	 ベリーズで 

o	 栄養バランスが整った食生活の重要性への理解を促進
する啓発活動8回を実施。

o	 血糖値測定に焦点をあてた訪問医療9回を実施。175人
中、19人が平均以上、3人が平均以下と判明。

o	 血圧測定に焦点をあてた訪問医療8回を実施。182人
中、36人が高血圧、5人が低血圧と判明。 

- 上記の健康診断で平均値以上または以下と判明し
た人々に、さまざまな対処法や生活習慣の見直しを
アドバイス。

- 平均値から遥かにかけ離れた数値の人々20人以上
に、適切な医療サービスを受けられるよう最寄りの
医療機関を紹介。

•	 アルゼンチンで、栄養管理のワークショップや、糖尿病と高血
圧に関するキャンペーンを補助。	

o	 上記の疾患への認識を促進し、病気予防につなげるた
め、老人ホームで13回の訪問医療を行い、健康診断を実
施。

その他の健康に関するトピック：

•	 ベリーズで健康促進キャンペーンを実施し、当日にはベリー

ズの保健省を含む各現地機関の代表を招待。蚊を媒介した

病気、HIVエイズ、歯の病気、非感染性疾患など、さまざまな病

気の予防について働きかけました。地域の「HIV Testing Day」

の一環として、現地機関と協同で合計67人を対象にHIVエイ

ズ検査を実施。結果、1人がHIVエイズ陽性と判明し、適切なカ

ウンセリングを受けられるよう専門医を紹介。

•	 ジャマイカで最近広がっている結膜炎を懸念して、保健省と

協力。3つの地域コミュニティ内でチラシ80枚以上を配布し、

結膜炎の予防や治療への認識促進に貢献。

•	 医療コーディネーターから応急処置を学習。トレーニングを

受けた後、スリランカとタンザニアの学校、保育園、チルドレ

ンズホームの現地職員、子供たち、その家族に応急処置を指

導。

•	 ケニアで、戸別訪問を通して栄養管理への認識を促進する啓

発活動を実施。その際に駆虫の徹底も指導。

高校生ボランティアから歯磨きの仕方を教わるミャ
ンマーの小学生

手の正しい洗い方と手洗いの重要性を学ぶミ
ャンマーの子供たち

衛生基準の改善： 
•	 フィリピン、ミャンマー、ベトナム、タンザニア、スリランカ、エ

チオピア、モロッコ、ジャマイカで、現地の子供たちと保護者
合計約600人のために、衛生管理、歯科衛生、食品衛生の向
上を促すワークショップを実施。

o	 ジャマイカで、衛生指導のワークショップを通して病気
予防を促進。参加した生徒たちの85％が、適切な歯磨
きの仕方を知らなかったという状況を改善。 

o	 ミャンマー、エチオピア、南アフリカで、子供たち約100
人に歯ブラシと歯磨き粉を寄付。

•	 ペルーで、学校給食の食品衛生の向上を目指したキャンペ
ーンを実施。食品の安全性の確保と食中毒の食い止めに貢
献。

現地に暮らす子供と
保護者合計約600人
が、衛生管理、歯科
衛生、食品衛生に関
する啓発活動やワーク
ショップに参加
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コミュニティ奉仕活動の一環として： 
•	 フィジーで、日陰の砂場の設置と遊び場を囲うフェンスの導入

を完了。雨季に泥道を歩かなくて済むようにと着手した小道
の整備は、現地に暮らす村人によって完成される予定。

o	 屋根付きのバス待合所を建設し、装飾。バス利用者が過
酷な天気をしのげるようになりました。また、教会の装飾
にも貢献。

•	 南アフリカで、タウンシップ内の家一軒を修繕。ゴミやガラクタ
を取り除き、室内を塗装。ドアの差し替えも完了。

•	 トーゴで、児童養護施設の子供たち45人のために寝室2部屋を塗装。物資や資金不足により1年以上も叶
わなかった施設の責任者の願いが現実へ。

高校生ボランティアの声：
「一番印象に残っていることは、Where 

Rainbows Meetという現地のNGO機関と
一緒に、恵まれない人々200人以上のため
に食事を作ったことです。食事の配布を通
して地域コミュニティに貢献できたことを
とても誇りに思います。その日は少なくて
も一回の食事を摂ることができたと、現地
に暮らす人々がうれしそうな笑顔を見せて
くれて、こっちまで笑顔になりました。それ
から、学校の改修にも携わりました。壁の
塗装はすごく楽しかったです。子供たちが
視覚から活気を得られるような学習環境
に生まれ変わりました」

高校生スペシャル　南アフリカでケア＆コミュニティ 

•	 フィリピンの恵まれない一家にトイレ付きの家を建設。猛威
を振るった台風Haiyan通過から早4年経った今も、ビニール
シートで補修された家に住んでいる人々が存在。

o	 プロジェクトアブロードは、この台風によって被災した
住宅の再建、トイレの設置、教室の修繕など、支援を
最も必要としている地域コミュニティを支えてきまし
た。2017年7月、高校生ボランティアたちはこの台風か
ら生き延びた現地人女性Lindaさんの家の修繕に貢
献。未亡人のLindaさんは孫との二人暮らしを営み、芝
刈りによって生計を立てています。台風Haiyanによる被
災後、Lindaさんは自分の小さな家をビニールシートで
覆って水漏れを防ぎ、直射日光をしのいできました。で
も被災後はトイレなしの生活。そこで、高校生ボランティ
アたちはLindaさんの家に壁を設置し、新しい台所を設
計。きちんとした土台からなる床を建設し、家の骨組み
を強化後、窓を設置。新たにトイレを設け、家具やキッチ
ン用品も完備。そしてわずか3週間後には、Lindaさんに
新しい家の鍵をプレゼントしました。この生まれ変わっ
た家はLindaさん一家の暮らしを大きく改善し、今回設
置されたトイレはこの地域コミュニティ内に生活する現
地の人々他6人の生活水準を向上。

•	 ミャンマーで高床式の家を建設。古く、不安定な公営住宅に
住んでいた5人家族の安全を確保。

南アフリカで、家の修繕を無事完了した高校生ボラン
ティアたち

高校生ボランティアによって建設されたミャンマーの
高床式の家

ジャマイカで、子供たちの遊び場の建築に励む高校生ボランティアたち

•	 ジャマイカの子供たち797人が学ぶ小学校
に遊び場を建設。ジャマイカ政府の幼児教
育委員会は、教育現場への遊び場の設置
を呼びかけていますが、すべての小学校が
そのための十分な資金があるとは限りま
せん。今回設置された遊び場は、子供たち
が元気よく遊びながら学習できる環境の
整備に貢献。  

•	 ネパールで、7つの新しい教室を建設する
ための基礎工事を完了。

セネガルで、現地の職人と建築活動に取り組む高校生ボランティアたち

建築

•	 セネガルのDaara（学校兼ストリートチルドレンの宿泊施設）で、2部屋の建設と改修を完了。ドアと窓の設置と 
塗装を行い、子供たち14人が寝泊りできる場所となりました。この地域に住む高齢者の一人はこう言います：

「全く音を立てずに短期間でこれだけの偉業を成し遂げた団体は、プロジェクトアブロードが初めてです。
これまで口先だけの約束をする団体に何度もがっかりしてきましたが、プロジェクトアブロードは行動で示して
くれました」
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•	 ペルーで、クスコ周辺の4つの異なる
考古学現場での活動を支援。高校生
ボランティアたちは、Tantaestanciaで
の発掘作業を予定通り完了し、ペルー
の文化省による視察に備えました。ま
た、Onoqochayosにて新たな遺跡発掘
調査を開始し、Saqsayhuaman遺跡公園
にあるMachu Choquequirao Puquioセ
クターで、整備や発掘作業を補助。古代イ
ンカ文明の儀式が行われた場所での活
動は、プロジェクトアブロードにとって今
回が初めてという快挙。

考古学

東欧ルーマニアで考古学者と共に遺跡発掘作業に取り組む高校生ボランティアたち

•	 ルーマニアで1942年に発見された新石器時代－銅器時代の遺跡発掘現場Lumea Nouaで、大学生の考
古学活動を支援。考古学を専攻する大学生や発掘作業に携わる大学生の人員不足により、研究に遅れが
出ていた現場で、人手不足を解消する高校生ボランティアたちの存在が大きく歓迎されました。高校生ボラ
ンティアたちは、掘り起こし、出土品の仕分け作業、陶器の研究など、さまざまな作業に貢献。

•	 ガーナの4つの地域コミュニティと学校からの要望に応
え、男女不平等問題や児童売買、未成年者の結婚につ
いて、若年層に問題への認識を促進するト啓発活動を
実施。また、子供の権利を説くチラシ100枚以上を配布。

•	 アルゼンチンのケアセンターで、子供や十代の若者39
人を対象に青少年の能力開発に特化した認識促進キ
ャンペーンを実施。子供の権利についての国際的な協
定や、男女平等などの人権に関する現地の法律規制に
沿った活動。

o	 ホームレスの人々への支援を行っている現地NGO
に協力。音楽、演劇、ペンキ塗りなどの芸術系のワ
ークショップを含むさまざまな活動を実施。その
他、高校生ボランティアたちは、基本的人権や健康
に関する権利などの人権と関連付けたワークショ
ップを行い、ゲームやアイデアを提供。

•	 南アフリカで

o	 現地NGOと協同で、性的暴力に関するドキュメン
タリーの鑑賞会を開催。女性の地位向上をテーマ
にしたお茶会では、現地人女性40人を対象に啓発
活動を実施。

o	 恵まれない子供たちのための施設で、子供たちと
スタッフ70人のために食事プログラムを実施。リ
サイクルや水の循環についても教育。

  

o	 合計3,000リットルの雨水を貯めることができる
タンク2つを設置。この雨水は、同じく高校生ボラ
ンティアによって設置された蛇口やホースを通し
て、現地のデイケアセンターの菜園で利用されま
す。2017年以降、深刻な水不足に直面するケープ
タウンの状況を考慮した活動。

o	南アフリカで人権プロジェクトに参加した
高校生ボランティアたちが、ケープタウン
のタウンシップで90の調査を実施。住宅、
水、トイレへのアクセス状況を確認しまし
た。この調査は、貧困層が暮らすタウンシ
ップ内のトタンでできた家々に打撃を与え
た火事と、火事後の不十分な仮住まいの
手配や市による対応への遅れに対する抗
議運動の勃発という背景を考慮した活動
です。情報収集と分析が完了後、調査結果
はケープタウンの地方自治体や地域コミ
ュニティの担当者と共有され、コミュニテ
ィが必要としている支援について考える際
のデータに役立てられます。またこの調査
結果をもとに、今後、プロジェクトアブロー
ドのHuman Rightsオフィスが運営する出
張型の法律相談所を通して、必要とされて
いる分野で的確な法的支援をう予定。

法律＆人権

ガーナで、性差別問題を取り上げ、人権啓発活動に取り組む高校生ボランティア

高校生ボランティアたち
は、Tantaestanciaでの遺跡
発掘作業を予定通り完了し、
ペルーの文化省による視察
への準備に貢献。
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環境保護プロジェクトに参加した高校生ボランティアたちが、わずか3ヶ月で成し遂げ
たこと：

コスタリカ

ベリーズ

ケニア

ペルー

フィジー

エクアドル

メキシコ

ボツワナ

…94の調査を完了

ボツワナ
高校生ボランティアたちは、21の調査に貢献しました。

•	 野鳥の調査4回、クロコダイルの調査3回、哺乳類の調査8回、ゾウ
のID調査4回、バオバブの木の調査2回を完了。

•	 現地機関Bird Life Botswanaがプロジェクトアブロードに代わって
野鳥の調査情報をまとめました。各調査で平均20種の新種を確認。

•	 クロコダイルの各調査で、クロコダイル5～8頭を観察。クロコダイル
の個体数の確認は、川の健康状態のモニタリングに利用。 

•	 哺乳類の調査は、過去5年間の観察をまとめた調査結果に追加さ
れ、野生動物や植物の保護のさらなる強化を呼びかけるために政
府に提示する予定です。高校生ボランティアによって生息が確認さ
れた野生動物は、インパラ、クーズー、ウィルドビースト（ヌーの一
種）、クリップスプリンガー、シマウマ、グレイデイカー（アンテロープ
の一種）、スタインボック、ハイエナ、ヒョウ、ゾウなど多数。

o	 ゾウのID化は、周辺地域のゾウの個体数の確認と保護に役立
てられます。バオバブの木の調査データは、バオバブの木の成
長度、健康状態、ゾウによる利用度に基づいて収集。 

o	 周辺地域に水たまりと密猟防止対策を設置して以来、哺乳類
の個体数増加を記録。

ペルー
•	 カメの個体数調査6回を実施：46の巣から1,082個の卵を保護。

•	 観察台や散歩道にて野鳥の調査25回を実施：タリカヤ自然保護区
で生息が確認された鳥類の合計は497種を記録。生物認証のデー
タ収集を目的とした野鳥のタグ付け12回にも貢献。

•	 コウモリの生物多様性の研究を目的としたネットの取り付け6回
を完了。

•	 週に2回、仕掛けたカメラからデータを回収：哺乳類18種の記録を
確認。

フィジー
ベガラグーンでの調査ダイブ7回を通して、サメ、
エイ、カメを確認し、記録。絶滅危惧種のタイマ
イ（ウミガメの一種）4匹、準絶滅危惧種のネム
リブカ（メジロザメ科の一種）5匹、トビエイ1匹
を確認。

•	 集められたでテータは、eShark 
（eOceans）と Shark Baseという市民科

学データベース機関に提出。

ベリーズ
ホラガイ（巻貝の一種）の調査9回と巨型動物
類の調査14回を実施。集められたデータは、2
つの海洋保護区域内のウミガメの生物多様
性、個体数、巣の基本データとして水産省に
提出。

•	 ウミガメに39回遭遇し、うち4匹にタグ付
けを実施。

•	 ウミガメの巣の調査を通して、6つの巣を
発見。

コスタリカ
サルの調査20回、チョウの調査14回（200種を
確認）、幼虫の調査を実施し、コウモリプロジェ
クトに貢献。集められたデータは、気候変動の
影響の研究に利用。

中米コスタリカで、高校生ボランティアと現地ス
タッフがチョウの模様を観察している様子

高校生ボランティアによって無事自然に還された南米ペルーのカメの赤
ちゃん

環境に与える影響
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フィジー
マングローブの苗木約2,500本を苗床に植樹。
雑草の除去を始め、苗床に植樹するための準
備にも貢献。

•	 防波堤がない海岸線沿いのKomave村内
の幼稚園に、マングローブ650本を植樹。
植えられたマングローブは、この幼稚園と
周辺の村々を高波から保護。 

カンボジア
マングローブ400本（回収したマン
グローブの苗木の植樹にも貢献）

タイ
マングローブ3,060本

マダガスカル
マングローブ3,060本

ケニア
さまざまな種の苗木300本

エクアドル
El Juncoラグーンにオオバノボタ
ンの木500本

コスタリカ
樹木800本

メキシコ
2種のマングローブ2,197本

メキシコ

エクアドル

マダガスカル

カンボジア

フィジー

コスタリカ
ケニア タイ

…13,407本を植樹

中米コスタリカで、高校生ボランティアと現地スタッフが植樹に貢献

南米エクアドルのビーチでくつろぐアシカ

中米メキシコで、貴重なウミガメの卵の保護活動に貢献する日本人高校
生ボランティア

南太平洋のフィジーで、マングローブを植樹す
る高校生ボランティア

高校生ボランティアの声： 

「バギーに乗ってビーチに出かけ、ウミガメの巣を探しました。卵を見つけたら回収し、El Tortugarioで安全に
保護しなきゃいけないんです。これは、捕食動物と密猟者から守る重要な活動です…最初に巣を発見した時、
卵がすごく柔らかいことと、1匹のウミガメがこんなにたくさんの卵を産むという事実に驚きました（いくつかの
巣では卵100個以上を発見）。参加した4回の夜間の密猟パトロールを通して、私自身3つの巣を見つけました。
どの密猟パトロールもすごく充実したものでした」

高校生スペシャル　メキシコで環境保護

エクアドル
高校生ボランティアたちは、週3回アシカの観察、週1
回イグアナとウミドリの観察を実施。ミズナギドリ科の
野鳥の観察にも貢献。 

•	 高校生ボランティアたちは、職員不足のガラパゴ
ス国立公園の環境保護活動を大きく支援。調査
活動を通して集められたデータは、国立公園がエ
クアドル環境省に提出する公式報告書に利用さ
れます。例えば、ミズナギドリ科の野鳥の巣の周
辺でネズミの個体数の減少を確認。これは、島内
でのこの野鳥の増加の可能性を示唆。

メキシコ
•	 密猟パトロールを通して、243のウミガメの巣を

調査。密猟者によって卵が盗まれる前に、卵の数、
卵を保護したビーチの場所、GPSを利用した位置
確認などのデータ収集に貢献。

•	 Palo Verdeの河口で、野鳥の調査30回を実
施。GPSを利用した位置確認、野鳥の種類、個体
数などのデータ収集に貢献。

ケニア
高校生ボランティアが貢献したこと：

•	 キリンの調査4回。個体数の増減の理解に貢献。

•	 ライオンのモニタリング4回。個体数の変動を裏
付けるデータの記録に貢献。

•	 野鳥の調査4回で450種以上を記録。野鳥はエコ
システムの健康状態を示す重要な存在。

各活動国で植樹した数：
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…2,866kgのゴミを回収

タイ
合計476kgのゴミを回集。4週間のプログラムに
参加した高校生ボランティアたちは、マイクロプ
ラスチック（プラスチックの微粒子）と、食物連鎖
に与えるその影響についてを説く魚の解剖のイ
ベントに出席。1匹を除くすべての海水魚と淡水
魚の体内からプラスチックを発見。

コスタリカ

南アフリカ

マダガスカル

ケニア

カンボジア

タイ

メキシコ
ベリーズ

環境保護活動の一環として、ビーチ清掃を行う
高校生ボランティアたち

ベリーズ固有種の生態系を乱すミノカサゴを捕獲

•	 高校生ボランティアたちがボツワナで行ったすべての活動
が、現在進行中の周辺地域の生物多様性と野生動植物の
保護に貢献。

o	 土壌浸食の食い止めるため、木製の杭約100本を
0.5km²以上に渡って設置。杭の間を埋める苗木を植
樹し、水が一定のエリアに集中しないよう工夫しまし
た。また草でカバーすることによって、雨天に地表を
流れる水の速度を遅らせることに貢献。

o	 動物の飲み水を汲み上げる際の電力として利用さ
れるソーラーパネル10基の修繕に貢献し、その効率
を改善。

o	 夏に降る雨を最大限に溜められるよう、ダムの壁か
ら3m³分の砂を撤去。 動物たちの飲み水の確保に
貢献。

•	 ケニアで密猟防止のパトロールを実施。仕掛けられた50
の罠を撤去し、古いワイヤーを回収。

•	 ベリーズで、ダイビング調査15回を実施。珊瑚礁保護区に
生息する固有種の脅威となるミノカサゴ211匹を除去。

•	 マダガスカルの家庭に、焼却炉3基とエコストーブ1台を
建設。

•	 コスタリカのバラ・オンダ国立公園に、新たに竹製の観察
台を建設。

•	 メキシコのTortugarioエコロジカルセンターで、爬虫類
プログラムに貢献。エリア内に調査目的で仕掛けた罠の
管理を補助。この罠は、周辺地域に生息する異なる種類
の爬虫類の解明やそのリスト化に利用される予定。

…環境問題への認識を促進する啓発活動7回
を実施

•	 ベリーズで「Reef of Riches」というドキュメンタリーの鑑賞会を実施
し、9～17歳の子供たち46人が参加。珊瑚礁の価値や重要性の理解
と、世界中で起こっている珊瑚礁の白化現象による影響への認識を
促進する目的で実施。

•	 ケニアの学校2校で、植樹、環境保護教育、ドキュメンタリーの鑑賞会
を実施。子供たちは、これらのドキュメンタリーの観賞を通して、現地
に生息する野生動植物についてや、環境保護活動が直面している問
題を学習。

•	 マダガスカルで、環境保護教育4回を実施。適切なゴミ処
理とリサイクルの重要性への理解を促進。

o	密猟防止のパトロール4回を実施し、仕掛けら
れた32の罠を撤去。また、罠にかかって間もな
くのオスのインパラと罠にかかった動物の残
骸を発見。これらの罠が現地の野生動物にと
ってどれほど致命的であるかを学習。

ボツワナと南アフリカの国境沿いの自然保護区で、環境保護活動に取り組む高校生ボランティアたち

南太平洋フィジービーチで、ゴミ拾いに貢献する高校生ボランティアたち

ベリーズ
ビーチ、島、沿岸のゴミ1,368kg

マダガスカル
村のリサイクル可能なゴミ30kg

カンボジア
ビーチ、学校、村のゴミ571kg（うち
169kgはリサイクル可能）

ケニア
Elementaita湖の沿岸に捨てられ
たレジ袋とペットボトル15kg

コスタリカ
国立公園周辺の村々のゴミ217kg

メキシコ
ビーチのゴミ189kg

南アフリカ
川とビーチ12kmのゴミ、合計13袋

各活動国で回収されたゴミの量：

環境保護におけるその他の貢献
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周囲への思いやりある世界を導く第一歩は、異文化の理解から。
お互いに助け合い、学び、冒険することによって、

グローバルな視点を持ったリーダー世代が形成されていきます。

1,700人以上の高校生が参加
出身国は世界60ヶ国以上

子供たち3,500人以上への
教育を促進する活動を支援

植樹13,407本以上

訪問医療100回以上
恩恵を受けた現地人は5,500人に到達

完了した環境保護の調査94回

回集したゴミ2,866kg

プロジェクトアブロード
高校生スペシャル
2017年夏の功績：


